
雪に関する情報と九州の降雪特性
~報道機関向け

福岡管区気象台気象防災部予報課

渡邉剛



本日の内容

•大雪のパターン（３つほど）

•大雪の目安

•大雪に関する気象情報
o警報基準など

o関係機関との共同発表や会見などについて

•気象庁HP「今後の雪」



冬型気圧配置現象の特性を把握 ～代表的な大雪パターン1

筋状の雲 (Longitudinal-mode)

風が強く､気温は低く､乾燥

代表される注警報
大雪、暴風雪、低温、(着雪)

T モード (Transverse-mode)

鉛直の風の差が大きい場合



現象の特性を把握 ～代表的な大雪パターン2 日本海寒帯気団収束帯

Japan sea Polar air mass Convergence Zone
JPCZ(収束)
対流は活発､気温は高め､湿潤

代表される注警報
大雪、雷、着雪､（あられ）

冬型気圧配置の際に
山地を迂回した風が風下で合流収束し、雲が発達
する。
風向きによっては九州に



現象の特性を把握 ～代表的な大雪パターン3 南岸低気圧

中層雲(滑昇流)
気温は高め､湿潤､一様性

代表される注警報
大雪(ボタ雪)、着雪

低気圧が九州南岸などを通過
低気圧の北側を中心に雪となる



雨と雪の判別について 気温と湿度に依存

冬型の場合は
上空1500mが－6℃で地上が雪の目安

100m下がると 0.6～1.0℃温度上昇

湿った空気
上空1500mの空気が地上0mになると
→0.6×15＝9℃上昇
→－6℃+9℃＝3℃



大雪予想の目安 ～冬型気圧配置1 気温

おおまかな大雪目安：500hPa≦ー30℃、700hPa≦ー20℃、850hPa≦ー10℃



大雪予想の目安 ～冬型気圧配置2 温度 海面水温(平年との差)11月20日

近年は平年よりも高い

大陸の高気圧からくる空気は乾燥しています。
日本海・対馬海峡・黄海の海面水温が高いと
蒸発量が増え、空気中の湿度が増えることに
なります。

上空の気温も大事ですが、同程度の気温であ
れば海面水温が高いほうが雲が発生しやすく
なります。



大雪予想の目安 ～冬型気圧配置3 風向
下層の風向による大雪の可能性

下層風が北西の場合には、朝鮮半
島の風下の風下側の影響を受け、
断熱加熱により対流は抑制され、
雲域は流れ込み難くなる。

断熱加熱顕著

下層風が西の場合には、朝
鮮半島の影響を受けず、雲
域は流れ込み易い。断熱加熱なし



雪になる目安 ～南岸低気圧

Ｌ
前線北側の地域の
下層は北よりの風

滑昇流
(高温・湿潤)

下降流
(低温･乾燥) SN

気化熱

中層雲から降る雪が前線北側の乾燥した領域で蒸発すると、気化熱により地表付近の気温は下がる。

冬型気圧配置よりも下層温度は高くても雪になる。 雪目安：850hPa≦0℃～ー3℃

次第に降雪に適した環境になる

気温低下蒸発



段階的に発表される大雪に関する気象情報と対応（全国版）

大雪に関する早期天候情報

九州では発表しない情報

顕著な大雪に関する情報

ﾀｲﾑﾗｲﾝ 気象情報と対応 他機関との連携 被害

14-6日前

-5日前
2-3日前

-1日前

-5日前
2-3日前

-1日前

-12時間前

3-6時間前

1日前



段階的に発表される大雪に関する気象情報と対応

大雪注意報、大雪警報の基準

大雪注意報・警報の基準は降雪量。積雪量でなく、指数でもない。



段階的に発表される大雪に関する気象情報と対応

早期注意情報

対象期間は、明後日予報～５日先、対象地域は府県ごと

２～５日前

現象～1日前
対象期間は、今日～明日予報、対象地域は一次細分ごと

一次細分ごとの判定 県内同一の判定

上段：平地、下段：山沿い
※山地(200m以上)の意

24時間」20cm以上、30cm未満



段階的に発表される大雪に関する気象情報と対応
注意喚起、緊急発表（記者発表、記者会見）

２～3日前 注意喚起 ⇒大雪警報以上（早期注意情報[高]）



段階的に発表される大雪に関する気象情報と対応
注意喚起、緊急発表（記者発表、記者会見）

1日前 注意喚起 ⇒山地で大雪警報以上、平地で大雪注意報以上
緊急発表 記者発表 ⇒平地で大雪警報以上

記者会見 ⇒平地で大雪警報基準の２倍程度
大雪特別警報を発表する場合



2021年（令和3年）1/8-9の九州の大雪（緊急発表実施）

2021年1月9日21時

福岡 鹿児島

上空約5400m -33.5 -25.8

上空約3000m -20.9 -16.3

上空約1500m -11.0 -6.9

上空約500m -5.0 -3.3

福岡 鹿児島

上空約5400m -31.5 -22.4

上空約3000m -23.1 -18.3

上空約1500m -12.3 -8.6

上空約500m -6.3 -5.3

2021年1月8日21時

■1月8日

■1月9日

【最深積雪】
・福岡 2㎝ ・飯塚 24㎝
・佐賀 8㎝ ・長崎 15㎝
・熊本 –㎝ ・鹿児島 3㎝

地上 850hPa 700hPa

雪 3℃ -6℃ -15℃

山地大雪 0℃ -9℃ -18℃

平地大雪 -3℃ -12℃ -20℃

■雪予想の目安



段階的に発表される大雪に関する気象情報と対応

大雪に関する福岡県気象情報

12時間～24時間前

雪に関する〇〇県気象情報
注意報基準に関係なく、冬季における最初の積雪や大学入学共通テストの様に社

会的影響が大きい場合に発表する。

大雪は注意報級で気象情報を発表！

24時間以降も
幅を持たせた表現
ではなくなります。

山地と平地を区別



段階的に発表される大雪に関する気象情報と対応
大雪に関する福岡県気象情報

冬型気圧配置

南岸低気圧

筋状の雲 (Longitudinal-mode)

風が強く､気温は低く､乾燥

代表される注警報
大雪、暴風雪、低温、(着雪)

中層雲(滑昇流)
気温は高め､湿潤､一様性

代表される注警報
大雪(ボタ雪)、着雪



段階的に発表される大雪に関する気象情報と対応

大雪に関する福岡県気象情報 一層の警戒を呼び掛ける府県情報

大雪に関する気象情報（大雪に対する厳重な警戒を呼びかけ）
降雪が大雪警報の基準を大幅に上回る場合や、普段雪の少ない地域で大雪警報級の降雪が予想さ
れ、重大な災害の発生の可能性が高まり、一層の警戒が必要となる場合に発表する気象情報
• 厳重な警戒を呼びかける、文章形式または見出し文のみの短文形式の気象情報

暴風雪と高波及び大雪に関する福岡県気象情報 第〇号
令和〇年〇月〇日〇時〇分 福岡管区気象台発表

（見出し）
降雪量は、令和〇年〇月〇日の大雪を超える見込みです。
（本文）
なし

暴風雪と高波及び大雪に関する福岡県気象情報 第〇号
令和〇年〇月〇日〇時〇分 福岡管区気象台発表

（見出し）
〇地方において、数年に一度の大雪が見込まれています。〇日〇にかけて、大雪、路面の凍結
による大規模な交通傷害等に厳重に警戒してください。
（本文）
なし



段階的に発表される大雪に関する気象情報と対応

大雪特別警報

記録的な大雪（府県程度の広がりをもって50年に一度の積雪深）となり、

且つ、その後も警報級の降雪が丸一日程度以上続くと予想される場合に発表。

少雪地（九州や太平洋側）は、50年に1度の
積雪深もごく小さいこと（信頼性が低いため）、
参考値として扱う。
「大雪警報を発表した後、さらに丸一日程度警報級
の降雪が発現すると予想される時」発表について検討
を開始する。

全ての二次細分区域（市町村）で大雪警報の発表基準
を下回った場合に特別警報の対応を終了することを基
本とする。（特別警報から注意報へ切り替え）

大雪特別警報発表目安

大雪特別警報解除目安



大雪に関する気象情報、大雨との違い
タイムライン 気象情報など 大雪 大雨

６日～14日 早期天候情報 ×（九州は発表なし） 〇

～5日先 早期注意情報 〇 〇

12時間～24時間 予告的気象情報 〇（注意報以上を対
象）

〇

6時間～12時間 注意報 〇 〇

6時間～12時間 警報を言及した注意報 〇 〇

3時間前程度 警報 〇（3時間～6時間） 〇（2時間～3時間）

注意報や警報の基準 降雪量
(積雪量ではない)

指数

顕著な大〇に関する気象情報 ×（九州は発表なし） 〇

気象情報（短文情報）一層の呼びかけ、
厳重警戒

〇 〇

特別警報 〇 〇

警戒レベル ×（紐付けなし） 〇

現象後 低温注意報（寒気+放射冷却） 降雪とセットで常に想定



解析積雪深・解析降雪量、降雪短時間予報

気象庁HP「今後の雪」

積雪の
深さ

過去24時間分の積雪の深さと降雪量、
および6時間先までの予報を、
一体的に確認することが可能

URL
https://www.jma.go.jp/bosai/snow/

クリックして要素選択

前3・6・12・24・48・72時間降雪量

国土地理院の地図情報
との重ね合わせ

解析積雪深・解析降雪量：積雪と降雪の解析値の分布

降雪短時間予報：6時間先までの積雪・降雪の予測分布

⇒ 気象庁HP「今後の雪」で地図に重ねて表示

気象庁HP「今後の雨」の雪版



解析積雪深・解析降雪量、降雪短時間予報

「今後の雪」の利用例

「今後の雪」提供開始前 「今後の雪」提供開始後

提供開始

解析降雪量
（12時間降雪量）

アメダス
（12時間降雪量）

道路

※図はイメージです※図はイメージです

？

ニュースで大雪だと言っていたけど、出かけないと

いけない。どこの道路を通るのがいいんだろう？

海寄りの地域で降雪量が多くなっているようだから、

内陸の道路を通ろう！



解析積雪深・解析降雪量、降雪短時間予報

解析積雪深・解析降雪量

解析積雪深・解析降雪量は、積雪の深さと降雪量の実況を1時間
ごとに約5km四方で推定するものです。(降水は1km格子)

解析積雪深は、解析雨量や局地数値予報モデル（LFM）などの
因子などを積雪変質モデルに与えて積雪の深さを計算した後、ア
メダスの積雪計の観測値で補正することにより作成されます。

解析降雪量は、解析積雪深が1時間に増加した量を1時間降雪量
として作成します。例えば、9時の解析降雪量は解析積雪深が8時
から9時までに増加した量となります。なお、解析積雪深が減少し
た場合は0となります。

降雪短時間予報は、6時間先までの1時間毎の積雪の深さと降雪
量を約5㎞四方で面的に予測したもので、1時間毎に発表します。
解析積雪深を初期値とし、降水短時間予報の降水量や局地数値予
報モデル（LFM）の気温、日射量などの予測値を解析積雪深と同
じ積雪変質モデルに与えます。

降雪短時間予報

解析雨量の雪版

降水短時間予報の雪版



ご清聴ありがとうございました。

気象台と報道機関との連携が重要！


